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⑷　

主
な
環
境
・
美
化
活
動

①
ご
み
・
資
源
物
集
積
所
に
ご
み
ネ
ッ

ト
、
ご
み
ボ
ッ
ク
ス
設
置
支
援

②
町
内
会
防
災
倉
庫
周
辺
な
ど
の
除
草

③
香
川
駅
前
花
壇
の
花
の
植
え
替
え

⑸　

主
な
福
祉
・
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
他

①
自
治
会
館
を
一
般
サ
ー
ク
ル
に
提
供

②
「
広
報
か
が
わ
」
年
６
回
隔
月
発
行

③
敬
老
の
日
に
敬
老
お
祝
い
金
の
贈
呈

④
回
覧
・
配
布
文
書
を
毎
月
組
長
宅
に

配
達

２
町
内
会

　

各
町
内
会
で
は
、
防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル

や
美
化
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
、
防
災
訓
練
等

を
通
し
て
、
地
域
の
防
犯
・
防
災
・
美

化
等
に
努
め
る
と
と
も
に
、
ふ
れ
あ
い

ま
つ
り
等
の
自
治
会
行
事
、
香
川
地
区

体
育
振
興
会
に
よ
る
ス
ポ
ー
ツ
行
事
等

に
参
加
し
て
交
流
を
深
め
ま
す
。

３　

部
会
の
活
動

⑴　

総
務
部
会

香川の人口
男性
女性

世帯数

発　行
香川自治会広報部会

11，615人
5，745人
5，870人
4，967戸

2023．4．1現在

広報

経

常

費

事

業

費

募
金
・
団
体
助
成
及
び
分
担
金

令和5年度予算額

150,000
50,000
30,000
50,000
20,000

528,000
1,200,000
2,650,000

100,000
900,000 
500,000

2,000,000
0

902,600
510,000
300,000

9,890,600
430,000
660,000
450,000
464,000
840,000
228,000

40,000
982,000

1,086,000
236,000

30,000
270,000

5,716,000
385,000
410,000
170,000
176,000

50,000
108,000
350,000
400,000

30,000
30,000

150,000
30,000

105,000
66,000
36,000

2,496,000
18,102,600

0
1,132,649

19,235,249
令和５年４月１日　香川自治会　会長　長嶋　憲治

会計部会長　亀井　昇

＜収入の部＞

＜支出の部＞

（単位：円）

　科　　　目　　
会 議 費
事 務 消 耗 品 費
旅 費 ・ 交 通 費
慶 弔 費
交 際 費
給料・手当（伝達員）
防 災 費
会 館 維 持 管 理 費
さくらハウス維持管理費
防犯カメラ維持管理費
自治会館修繕積立金
自治会館建設積立金
防犯カメラ等設置積立金
共 済 火 災 保 険 料
敬 老 祝 い 金
雑 費
小 計
第 一 町 内 会 費
第 二 町 内 会 費
第 三 町 内 会 費
第 四 町 内 会 費
企 画 室
総 務 部 会 費
会 計 部 会 費
広 報 部 会 費
環 境 部 会 費
防 犯 部 会 費
会 館 管 理 部 会 費
防 災 部 会 費
小 計

日 本 赤 十 字
赤 　 い 　 羽 　 根
年 末 助 け 合 い
子 ど も 会

青少年育成推進協議会
寿 ク ラ ブ
体 育 振 興 会
香 川 消 防 団

香川諏訪神社御輿保存会
香川祭囃子保存会
香川地区社会福祉協議会
ボランティア香川
防 犯 協 会

湘北自治会連合会
湘北地区社会福祉協議会

 小     　　　計
支 出 合 計
繰 越 金
予 備 費
支 出 総 合 計

募
金
協
賛
金

各
種
団
体
助
成
金

分
担
金

科　　　目
繰 越 金

正 会 員 会 費

特 別 会 員 会 費

交 付 金 ・ 補 助 金

資 源 回 収 協 力 金

寄 付 金 ・ 受 取 利 息

会 館 収 入

行 事 収 入

雑 入

未 収 金

収 入 総 額

令和５年度　香川自治会　一般会計予算案
(2023年4月1日～2024年3月31日）

令和4年度決算額 令和5年度予算額

令和4年度決算額

17,384
1,598

0
10,000

0
504,000
915,721

2,180,635
69,998

868,910
1,000,000
2,000,000
1,300,000

902,600
474,000
281,282

10,526,128
121,272
312,478
167,867
103,513

0
249,387

0
879,216
898,646
132,743
12,528

186,567
3,064,146

385,000
410,000
170,000
176,000
50,000

108,000
350,000
400,000

0
20,000

120,000
30,000

102,300
40,500
35,700

2,397,500
15,987,774
3,039,449

0
19,027,223

3,376,739
11,892,480

268,800
1,986,830
1,240,016

1,548
199,510

0
61,300

0
10,027,223

3,039,449
12,276,000

268,800
2,050,000
1,200,000

1,000
300,000

0
100,000

0
19,235,249

＜預金・積立金残高＞（単位：円）

令和5年3月31日現在

香川自治会館
修繕積立金

香川自治会館
建設積立金

防犯カメラ等
設置積立金

香川浜降祭実行
委員会積立金

3,318,103

24,024,708

3,201,120

2,603,657

令和５年度

　

今
年
度
は
コ
ロ
ナ
の
収
束
が
見
え
、
地
元
諏
訪
神
社

例
大
祭
ま
た
浜
降
祭
も
開
催
が
決
定
し
て
い
ま
す
。
香

川
自
治
会
に
お
い
て
も
夏
の
お
祭
り
と
し
て
皆
様
に
親

し
ま
れ
て
い
る
、
ふ
れ
あ
い
祭
り
を
開
催
し
ま
す
。

　

令
和
五
年
度
予
算
と
重
点
施
策
に
つ
い
て
は
、
今
年

度
は
各
町
内
会
に
て
説
明
を
行
な
い
、
昨
年
同
様
に
書

面
表
決
の
方
法
に
て
承
認
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

地
域
の
防
犯
・
防
災
と
環
境
を
重
点
に
情
報
収
集
に

努
め
、
四
町
内
会
長
と
連
携
を
と
り
「
見
え
る
・
風
通

し
の
良
い
自
治
会
」
を
運
営
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

な
お
、
ご
意
見
ご
提
案
等
は
随
時
役
員
会
で
取
り
上

げ
、
協
議
さ
せ
て
頂
き
ま
す
の
で
、
ご
理
解
、
ご
協
力

を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

１　

香
川
自
治
会

⑴　

香
川
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て

①
香
川
甘
沼
線
（
香
川
小
学
校
通
り
）
整
備
に
つ
い
て

　

香
川
地
域
内
の
最
優
先
の
課
題
と
位
置
づ
け
茅
ヶ
崎

市
と
も
共
通
の
認
識
と
し
て
い
る
整
備
で
す
。
５
年
度

は
予
算
も
増
額
さ
れ
北
側
の
買
収
に
入

り
、
幹
線
道
路
の
形
へ
と
少
し
ず
つ
変

わ
っ
て
く
る
と
思
わ
れ
ま
す
。

②
市
道7115

線
（
香
川
駅
・
聖
天
橋
）

の
拡
幅

　

市
役
所
支
所
ま
で
が
幅
員
7.5
ｍ
と
歩

道
が
完
成
し
て
見
通
し
が
よ
く
な
り
安

全
が
確
保
さ
れ
ま
し
た
。
５
年
度
は
残

り
の
買
収
地
に
つ
い
て
も
働
き
か
け
を

行
い
ま
す
。

③
香
川
駅
交
番
の
設
置
要
望

　

市
内
交
番
の
縮
小
、
本
署
の
移
転
な

ど
状
況
も
変
わ
り
、
実
現
は
さ
ら
に
困

難
と
思
わ
れ
ま
す
が
、
人
口
増
加
な
ど

も
あ
り
要
請
を
継
続
し
て
ま
い
り
ま
す
。

⑵　

主
な
防
災
・
減
災
活
動

①
9
月
３
日
、
全
家
庭
を
対
象
と
し
た

防
災
・
安
否
確
認
訓
練

②
6
月
、
感
震
ブ
レ
ー
カ
ー
申
込
受
付

③
補
助
金
を
活
用
し
防
災
備
品
の
拡
充

④
茅
ヶ
崎
市
新
防
災
リ
ー
ダ
ー
の
育
成

⑶　

主
な
防
犯
・
安
全
活
動

①
防
犯
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
よ
る
地
域
お

よ
び
小
学
校
下
校
見
守
り
パ
ト
ロ
ー
ル

②
防
犯
カ
メ
ラ
活
用
に
よ
る
安
全
対
策

③
防
犯
・
美
化
パ
ト
ロ
ー
ル

　

自
治
会
行
事
に
関
わ
る
全
般
の
連
絡

調
整
を
担
当
。
総
代
会
の
開
催
や
防
犯

カ
メ
ラ
の
管
理
・
運
用
を
行
い
ま
す
。

⑵　

会
計
部
会

　

自
治
会
の
す
べ
て
の
金
銭
に
関
わ
る

業
務
を
担
当
。
市
へ
の
補
助
金
申
請
や

日
本
赤
十
字
な
ど
へ
の
募
金
、
子
ど
も

会
な
ど
へ
の
助
成
金
、
防
犯
協
会
な
ど

へ
の
分
担
金
の
支
払
事
務
を
行
い
ま
す
。

⑶　

広
報
部
会

　

自
治
会
の
活
動
や
身
近
な
情
報
等
を

掲
載
し
た
「
広
報
か
が
わ
」
を
隔
月
で

発
行
予
定
で
す
。
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も

い
ろ
い
ろ
な
情
報
を
提
供
し
ま
す
。

⑷　

環
境
部
会

　

ご
み
の
収
集
日
に
は
各
地
区
の
集
積

場
所
の
点
検
を
行
う
と
と
も
に
、
ご
み

集
積
所
の
巡
回
指
導
な
ど
に
よ
り
、
ご

み
環
境
の
改
善
及
び
会
員
へ
の
ご
み
環

境
意
識
向
上
に
努
め
ま
す
。

⑸　

防
犯
部
会

　

香
川
駅
前
の
防
犯
連
絡
所
「
さ
く
ら

ハ
ウ
ス
」
を
拠
点
に
、
防
犯
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
隊
に
よ
り
、
地
域
内
防
犯
と
下
校

時
の
児
童
の
見
守
り
を
行
い
ま
す
。
毎

月
15
日
に
は
、
茅
ケ
崎
警
察
署
係
員
と

「
合
同
パ
ト
ロ
ー
ル
」
を
行
い
ま
す
。

⑹　

会
館
管
理
部
会

　

香
川
自
治
会
館
の
管
理
運
営
を
担
当
。

管
理
人
（
雇
用
者
）
と
連
携
し
、
自
治

会
館
を
利
用
し
や
す
い
よ
う
に
会
館
の

受
付
業
務
、
館
内
清
掃
を
行
い
ま
す
。

⑺　

防
災
部
会

　

本
部
会
が
香
川
自
主
防
災
組
織
の
中

心
。
「
感
震
ブ
レ
ー
カ
ー
」
の
配
布
・

支
援
」
「
防
災
訓
練
」
等
の
防
災
に
関

す
る
諸
活
動
と
と
も
に
、
会
員
の
防
災

に
対
す
る
意
識
の
高
揚
と
住
民
へ
の
周

知
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。
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さ
れ
ま
し
た
。
衷
心
よ
り
ご
冥
福
を
お

祈
り
い
た
し
ま
す
。

○
敬
老
の
お
祝
い　

敬
老
の
日
に
25(

36
）

名
に
敬
老
祝
金
を
贈
呈
し
ま
し
た
。

○
ご
み　

ご
み
ボ
ッ
ク
ス
を
新
た
に
３

(

8)

箇
所
、
ご
み
ネ
ッ
ト
を
１(

２)

枚
支
給
・
支
援
し
ま
し
た
。

○
感
震
ブ
レ
ー
カ
ー　

７(

12)

戸
に

新
規
設
置
支
援
し
ま
し
た
。

○
防
災
資
機
材　

緊
急
簡
易
ト
イ
レ
、

救
急
セ
ッ
ト
、
車
椅
子
、
パ
イ
プ
椅
子

等
を
防
災
倉
庫
に
増
備
し
ま
し
た
。

○
防
犯
・
美
化
パ
ト
ロ
ー
ル　

６
・
11

月
実
施
。

○
防
災
・
安
否
確
認
訓
練　

９
月
実
施
。

★
高
齢
化
に
伴
い
災
害
時
に
避
難
行
動

支
援
を
希
望
す
る
方
が
年
々
増
加
し
、

第
一
町
内
会
で
は
自
治
会
加
入
、
未
加

入
者
合
わ
せ
て
、
本
年
１
月
現
在
80

(

78)

名
に
な
っ
て
い
ま
す
。
（
安
江
）

　

４
月
か
ら
新
年
度
が
始
ま
り
ま
し
た
。

町
内
会
で
は
町
内
役
員
は
そ
の
ま
ま
で

す
が
代
議
員
と
組
長
が
交
代
。
新
し
い

代
議
員
６
名
、
組
長
57
名
、
そ
の
他
に

防
災
リ
ー
ダ
ー
、
民
生
委
員
、
パ
ト
ロ

ー
ル
隊
、
体
育
振
興
会
な
ど
多
く
の
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
と
も
一
緒
に
力
を
合

わ
せ
て
住
み
よ
い
地
域
、
ま
ち
づ
く
り

を
進
め
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
の
で
、

会
員
の
皆
様
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
ど

う
ぞ
宜
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

町
内
会
の
活
動
概
要　

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
の
影
響
を
受

け
た
２
０
２
２
年
で
し
た
が
、
概
要
を

報
告
し
ま
す
。
（
）
は
前
年
度
値
で
す
。

○
入
退
会　

２
０
２
２
年
度
中
の
入
会

11(

14)

世
帯
、
退
会
15(

16)

世
帯
、

２
０
２
３
年
４
月
時
点
で
の
会
員
数
は

578
（
582)

世
帯
で
す
。

○
訃
報　

10(

16)

名
の
方
が
ご
逝
去

二
町
内
会
通
信
…
必
ず
起
き
る
大
災
害

に
向
け
て
』
の
チ
ラ
シ
配
布
も
継
続
。

・
役
員
と
組
長
が
チ
ー
ム
と
な
り
美
化

を
行
い
な
が
ら
町
内
を
見
回
る
『
防
犯

パ
ト
ロ
ー
ル
』
を
再
開
。「
戸
締
り
用
心
、

火
の
用
心
」
の
呼
び
掛
け
が
久
々
に
響

く
模
様
で
す
。

・
そ
の
他
、
『
朝
の
ラ
ジ
オ
体
操
』
は

４
月
３
日
よ
り
す
で
に
ス
タ
ー
ト
し
、

秋
に
は 

『
竹
と
ん
ぼ
飛
ば
し
大
会
』
な

ど
の
イ
ベ
ン
ト
を
計
画
し
て
い
ま
す
。

③　

関
係
組
織
と
の
連
携
強
化

　

香
川
を
含
む
地
区
で
福
祉
活
動
を
展

開
す
る
組
織
（
湘
北
社
協
、
湘
北
民
児

協
等
）
や
、
香
川
体
振
等
と
の
情
報
共

有
を
進
め
、
連
携
強
化
を
図
り
ま
す
。

④　

新
し
い
パ
ワ
ー
で
活
気
あ
る
町
内

会
づ
く
り

　

新
任
の
組
長
や
代
議
員
さ
ん
、
継
続

や
交
代
さ
れ
た
役
員
さ
ん
の
お
力
を
借

り
て
活
気
あ
る
町
内
会
と
し
た
く
、
皆

様
の
ご
支
援
・
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お

願
い
し
ま
す
。　
　
　
　
　

（
山
﨑
）

〇
第
４
町
内
会
で
は
、
四
月
早
々
、
新

代
議
員
さ
ん
、
新
役
員
さ
ん
の
出
席
の

も
と
役
員
会
を
開
催
し
、
総
代
会
議
案

の
説
明
や
自
治
会
・
町
内
会
の
仕
組
み

と
活
動
状
況
な
ど
の
説
明
と
と
も
に
、

長
嶋
自
治
会
長
、
水
上
代
表
副
会
長
同

席
の
も
と
で
意
見
交
換
も
行
い
ま
し
た
。

　

皆
さ
ん
か
ら
は
、
会
員
も
高
齢
化
し

組
長
な
ど
の
役
割
も
負
担
に
感
じ
る
方

も
多
く
な
っ
て
き
て
い
る
、
組
織
率
を

上
げ
る
に
は
ど
う
し
た
ら
よ
い
か
な
ど

の
課
題
が
投
げ
か
け
ら
れ
、
組
の
合
体

や
、
相
対
的
に
加
入
率
の
低
い
ア
パ
ー

ト
の
住
民
に
対
す
る
加
入
促
進
が
必
要

で
は
な
い
か
な
ど
の
意
見
が
交
わ
さ
れ

ま
し
た
。

　

時
代
の
変
化
と
と
も
に
課
題
も
変
化

し
て
き
て
い
る
と
感
じ
ま
す
。
今
後
も

こ
う
し
た
意
見
交
換
の
場
を
大
事
に
し

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

〇
自
治
会
は
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
づ
く
り
が

主
命
題
で
す
が
、
組
織
と
い
う
も
の
は

新
陳
代
謝
と
適
切
な
変
化
が
な
け
れ
ば

い
ず
れ
行
き
詰
り
ま
す
。
そ
う
し
た
意

味
か
ら
も
、
今
回
、
複
数
の
若
い
方
に

（
代
議
員
さ
ん
も
含
め
）
役
員
に
就
任

し
て
頂
け
た
こ
と
を
非
常
に
心
強
く
感

じ
ま
す
。

　

他
の
町
内
会
と
も
連
携
し
な
が
ら
、

時
代
に
即
し
た
よ
り
良
い
組
織
に
し
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
の
で
是
非
よ
ろ

し
く
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

〇
毎
度
恐
縮
で
す
が
、
地
域
の
安
全
・

安
心
は
、
皆
で
支

え
ま
し
ょ
う
！　

そ
れ
が
一
番
コ
ス

パ
が
良
い
で
す
。

　
　
　
　

（
前
原
）

　

今
年
は
３
月
か
ら
暖
か
い
日
が
多
く
、

桜
も
早
い
開
花
を
迎
え
、
早
く
か
ら
鮮

や
か
な
新
緑
の
季
節
と
な
り
ま
し
た
。

　

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
者
が
減
少

し
た
こ
と
か
ら
、
少
し
ず
つ
コ
ロ
ナ
以

前
の
生
活
に
戻
っ
て
い
る
よ
う
な
感
じ

が
し
ま
す
。

　

日
本
各
地
で
桜
な
ど
の
お
花
見
が
解

禁
さ
れ
、
お
祭
り
な
ど
の
イ
ベ
ン
ト
も

開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

茅
ヶ
崎
市
で
も
浜
降
祭
の
開
催
が
決

定
さ
れ
、
ま
た
、
香
川
諏
訪
神
社
の
例

大
祭
も
実
施
さ
れ
ま
す
。
久
し
ぶ
り
の

お
神
輿
は
、
神
輿
フ
ァ
ン
に
と
っ
て
は

待
ち
に
待
っ
た
も
の
と
思
い
ま
す
。

　

ご
み
の
有
料
化
が
２
年
目
を
迎
え
、

有
料
化
の
制
度
は
落
ち
着
い
て
き
ま
し

た
。
し
か
し
な
が
ら
、
他
の
地
域
か
ら

持
ち
込
ま
れ
る
不
法
投
棄
的
な
ご
み
も

見
受
け
ら
れ
、
最
近
は
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
、

カ
ン
、
マ
ス
ク
等
の
道
路
へ
の
投
げ
捨

て
も
散
見
さ
れ
ま
す
の
で
、
環
境
美
化

へ
の
啓
発
活
動
の
推
進
を
進
め
る
こ
と

が
必
要
で
す
。

　

町
内
会
事
業
と
し
て
は
、
防
犯
パ
ト

ロ
ー
ル
、
美
化
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
は
例
年

ど
お
り
実
施
し
ま
す
。
６
月
に
は
香
川

駅
前
花
壇
の
花
の
植
替
え
も
予
定
し
て

い
ま
す
。
町
内
会
の
皆
様
の
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

６
月
・
７
月
の
町
内
に
関
す
る
主
な
行

事
予
定

◎
６
月

10
日
…
町
内
防

犯
パ
ト
ロ
ー
ル

◎
８
月

８
日
…
町
内
防

犯
パ
ト
ロ
ー
ル

　
　
　

（
亀
井
）

●
４
月
定
例
役
員
会
（
４
月
15
日
）

議
　
題

　

出
席
対
象
者　

自
治
会
長
、
代
表
副

会
長
、
正
副
町
内
会
長
、
町
内
総
務
担

当
、
正
副
部
会
長

①
自
治
会
長
の
挨
拶

　

湘
北
自
治
会
連
合
会
の
活
動
報
告

②
令
和
５
年
度　

会
計
監
査
の
報
告  

③
令
和
５
年
度

　

自
治
会
年
間
事
業
計
画 

（
総
務
） 

④
総
代
会
に
つ
い
て 

 
 

・
書
面
評
決

・
令
和
４
年
度　

議
案
書

　

（
決
算
、
事
業
報
告
）

・
令
和
５
年
度　

議
案
書

　

（
予
算
、
事
業
計
画
） 

 

⑤
連
絡
事
項　

　
　
　
　
　

（
全
町
内
会
、
全
部
会
）  

⑥
そ
の
他

●
３
月
定
例
役
員
会
（
３
月
４
日
）

議　

題

　

出
席
対
象
者　

自
治
会
長
、
代
表
副

会
長
、
町
内
会
長
、
部
会
長

①
自
治
会
長
の
挨
拶

　

湘
北
自
治
会
連
合
会
の
活
動
報
告

②
今
年
度
の
締
め
に
つ
い
て

・
３
月
19
日　

10
時
～
第
１
会
議
室
に

て
次
の
書
類
を
提
出

⑴
今
年
度
分
の
決
算
・
事
業
報
告
書
、

金
銭
出
納
帳
、
領
収
書
綴
り
、
残
金

⑵
次
年
度
分
の
予
算
・
事
業
計
画

　

内
容
に
つ
い
て
ヒ
ア
リ
ン
グ
を
予
定

③
連
絡
事
項　

　
　
　
　
　

（
全
町
内
会
、
全
部
会
）  

④
そ
の
他

・
街
角
マ
モ
ル
君
の
市
と
し
て
の
今
後

の
対
応
に
つ
い
て

・
伝
達
員
の
変
更　

他

入
江　

圭
司　
　
　

１
・
１
組

江
藤　

潔　
　
　
　

２
・
１
組

亀
田　

賢
吾　
　
　

19
・
１
組

鳥
海　

浩
次
郎　
　

24
・
３
組

荻
沼　

和
江　
　
　

21
・
１
組

島
田　

藤
利　
　
　

39
組

佐
藤　

亮
作　
　
　

７
・
２
組

石
井　

力
三　
　
　

８
組

木
村　

恵
輔　
　
　

16
・
２
組

黒
沼　

光
春　
　
　

22
組

松
川　

浩
一
郎　
　

31
・
８
組

吉
田　

宣
夫　
　
　

33
・
２
組

角
田　

敏　
　
　
　

34
・
２
組

板
倉　

英
二　
　
　

39
・
１
組

崎
田　

常
雄　
　
　

44
・
３
組

樋
上　

健
一　
　
　

47
・
１
組

安
江　

貴
子　
　
　

50
・
１
組

香
川
自
治
会
・
定
例
役
員
会
議
題

香
川
自
治
会
・
定
例
役
員
会
議
題

■ 

令
和
５
年
度 

■

　
香
川
自
治
会
代
議
員
名
簿

山﨑雄一郞

町内会長

　

四
月
よ
り
第
二
町
内
会
長
に
就
任
す

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
山
﨑
で
す
。

　

広
報
担
当
を
五
年
間
勤
め
、
初
め
て

の
会
長
職
と
な
り
ま
す
。
皆
様
か
ら
の

お
力
添
え
を
い
た
だ
き
な
が
ら
精
一
杯

頑
張
り
た
く
考
え
て
お
り
ま
す
。

①　

自
治
体
は
コ
ロ
ナ
前
の
活
性
化
へ

　

市
は
ア
フ
タ
ー
コ
ロ
ナ
策
と
し
て
、

湘
南
祭
、
大
岡
越
前
祭
、
浜
降
祭
他
４

大
イ
ベ
ン
ト
の
再
開
を
決
定
。

　

香
川
自
治
会
も
各
種
イ
ベ
ン
ト
の
再

開
を
検
討
中
で
す
。

②　

町
内
会
の
年
間
事
業
の
ご
紹
介

・
役
員
に
よ
る
『
災
害
対
応
検
討
会
』

と
『
防
災
倉
庫
点
検
』
を
継
続
。

・
会
員
へ
の
防
災
意
識
の
啓
発
に
『
第

第一町内会

第三町内会第四町内会

第二町内会

大
山　

慶
人　
　
　

24
・
４
組

安
藤　

和
秀　
　
　

32
・
６
組

南　

信
彦　
　
　
　

21
・
１
組

小
島　

誠
三　
　
　

14
組

荻
原　

稔
之　
　
　

20
・
１
組

山
梨　

文
雄　
　
　

8
・
１
組

佐
藤　

匡
寿　
　
　

30
・
６
組

高
橋　

盛
男　
　
　

35
・
１
組

飯
田　

敏
夫　
　
　

3
・
２
組

浜
野　

正
明　
　
　

３
・
３
組

鈴
木　

信
一　
　
　

15
組

伊
藤　

松
男　
　
　

16
・
１
組

鈴
木　

保　
　
　
　

26
・
２
組

白
根　

誠　
　
　
　

29
組

布
川　

直
樹　
　
　

38
・
４
組

富
ケ
原　

啓
子　
　

38
・
６
組
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で
し
た
。

　

私
は
こ
の
姉
妹
に
教
え
ら
れ
、
自
分

の
浅
慮
を
恥
じ
ま
し
た
。

　

こ
の
子
達
が
成
長
し
て
い
け
ば
、「
無

駄
な
食
品
ロ
ス
は
減
り
、
カ
ラ
ス
の
家

族
は
山
に
住
む
よ
う
に
な
る
の
か
な
」

と
、
未
来
が
明

る
く
感
じ
ら
れ

ま
し
た
。

　

第
二
町
内
会
が
主
催
す
る
恒
例
の
ラ

ジ
オ
体
操
が
、
４
月
３
日
よ
り
再
開
さ

れ
ま
し
た
。

　

当
分
の
間
は
平
日
の
み
の
開
催
で
、

土
日
、
祝
日
、
雨
天
時
は
中
止
で
す
。

町
内
会
に
関
係
な
く
ど
な
た
で
も
参
加

で
き
ま
す
。

場
所　

堂
庭
公
園
（
柿
の
木
公
園
）

時
間　

午
前
６
時
30
分
～

実
は
す
ご
い
！

　

ラ
ジ
オ
体
操
効
果

・
体
型
の
維
持

・
血
管
を
若
々
し
く

・
呼
吸
機
能
を
保
つ

・
骨
粗
鬆
症
の
予
防

・
心
神
状
態
を
良
好

　

に
保
つ

　

第
二　

伊
藤
裕
子
→
副
部
会
長

　

新
任
及
び
役
職
変
更
さ
れ
た
方
に
は

活
躍
を
宜
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

諏
訪
神
社
例
大
祭
・
開
催
に

　

新
型
コ
ロ
ナ
の
感
染
拡
大
が
沈
静
化

に
向
か
う
状
況
の
中
、
諏
訪
神
社
の
例

大
祭
が
開
催
決
定
し
ま
し
た
。

　

従
来
は
宵
宮
祭
と
大
祭
の
２
日
間
の

神
事
で
す
が
、
今
回
は
宵
宮
祭
を
省
略

し
て
大
祭
の
み
と
な
り
ま
す
。

　

神
輿
の
宮
立
ち
は
６
月
４
日
（
日
）

午
前
８
時
、
宮
入
は
13
時
の
予
定
で
す
。

浜
降
祭
・
４
年
ぶ
り
に
開
催
決
定

　

寒
川
神
社
な
ど
で
組
織
さ
れ
る
供
奉

神
社
宮
司
会
は
３
月
30
日
、
茅
ヶ
崎
の

夏
の
風
物
詩
「
浜
降
祭
」
を
、
７
月
17

日
（
月
・
祝
）
の
海
の
日
に
開
催
す
る

こ
と
を
決
定
し
ま
し
た
。

N
EW
S

香
川
ふ
れ
あ
い
祭
・
開
催
決
定

　

コ
ロ
ナ
禍
の
た
め

中
止
し
て
い
た
ふ
れ

あ
い
祭
を
、
７
月
29

日
（
土
）
夕
方
よ
り

開
催
し
ま
す
。

　

会
期
は
１
日
に
短

縮
さ
れ
ま
す
が
、
イ

ベ
ン
ト
の
内
容
を
充

実
さ
せ
る
よ
う
に
検

討
中
で
す
。

部
会
員
の
異
動

・
広
報
部
会

　

第
二　

山
﨑
雄
一
郞
→
小
澤
榮
一

　

第
四　

中
澤
延
江
→
新
任

・
環
境
部
会

　

第
二　

杉
山
稔
→
染
谷
倫み

ち
と人

・
会
館
管
理
部
会

「
カ
ラ
ス
の
家
族
は
山
で
暮
ら
し
た
い
」

　

先
日
歩
い
て
い
る
と
、
カ
ラ
ス
が
燃

え
る
ゴ
ミ
を
道
路
に
引
っ
張
り
出
し
て
、

歩
道
に
ま
き
散
ら
し
て
い
ま
し
た
。

　

「
カ
ラ
ス
い
け
い
け
」
の
組
み
立
て

が
雑
で
、
扉
が
開
い
て
い
た
の
で
す
。

　

私
の
横
を
女
の
子
が
二
人
歩
い
て
い

ま
し
た
の
で
『
カ
ラ
ス
は
し
ょ
う
が
な

い
ね
』
と
話
し
か
け
た
ら
、

　

『
カ
ラ
ス
は
可
愛
そ
う
な
ん
だ
よ
。

人
間
が
食
べ
物
を
無
駄
に
し
て
捨
て
る

か
ら
、
カ
ラ
ス
が
町
に
住
み
つ
い
て
し

ま
っ
た
だ
け
で
人
間
が
悪
い

ん
だ
よ
、
カ
ラ
ス
は
山
で
食

事
を
し
て
、
山
で
家
族
と
暮

ら
し
て
い
た
の
に
』

と
言
わ
れ
ま
し
た
。

　

歳
を
聞
い
た
ら
小
学
校
３

年
生
と
幼
稚
園
年
長
の
姉
妹

美
化
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

ク
リ
ー
ン
茅
ヶ
崎

海
岸
を

き
れ
い
に

海
岸
を

き
れ
い
に

恒
例
ラ
ジ
オ
体
操
始
動

第
二
町
内
会
主
催

～
子
ど
も
た
ち
を
比
べ
な
い
と
決
め
た

教
員
た
ち
の
挑
戦
～

　

定
年
退
職
さ
れ
る
香
川
小
学
校
の
國

分
一
哉
校
長
先
生
に
３
月
15
日
香
川
小

学
校
区
青
少
年
育
成
推
進
協
議
会
終
了

後
に
お
話
を
お
聞
き
し
ま
し
た
。

◎
今
ま
で
の
通
知
表
に
疑
問
を
持
ち
、

評
価
を
伝
え
る
に
は
ど
ん
な
通
知
表
に

し
た
い
か
、
ま
た
通
知
表
あ
り
・
無
し

の
メ
リ
ッ
ト
、
デ
メ
リ
ッ
ト
を
書
き
だ

し
具
体
的
な
改
善
策
へ
の
話
し
合
い
が

行
わ
れ
、
香
川
小
は
学
期
末
の
通
知
表

で
保
護
者
に
伝
え
る
の
で
は
な
く
別
の

手
段
を
選
択
す
る
こ
と
に
！

◎
２
０
２
０
年
度
か
ら
通
知
表
の
無
い

小
学
校
と
し
て
の
ス
タ
ー
ト
は
、
新
型

コ
ロ
ナ
感
染
症
と
時
期
が
重
な
り
、
右

往
左
往
の
ス
タ
ー
ト
と
な
り
ま
し
た
が
、

１
年
目
の
保
護
者
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
賛

否
い
ろ
い
ろ
で
し
た
。

◎
教
師
、
子
ど
も
、
保
護
者
の
意
識
変

化
は
？

　

大
き
く
変
わ
っ
た
の
は
運
動
会
。
子

ど
も
た
ち
自
身
が
限
ら
れ
た
時
間
で
出

来
る
競
技
種
目
を
考
え
、
結
果
的
に
は

徒
競
走
が
無
く
な
り
、
目
標
を
定
め
た

団
体
競
技
が
主
に
な
り
、
競
技
の
応
援

隊
や
開
会
式
・
閉
会
式
の
演
劇
パ
フ
ォ

ー
マ
ン
ス
な
ど
、
み
ん
な
が
み
ん
な
を

観
る
運
動
会
に
な
り
ま
し
た
。

◎
通
知
表
を
無
く
し
て
３
年
経
ち
ま
し

た
。
現
時
点
で
通
知
表
の
あ
る
中
学
校

で
問
題
は
起
き
て
な
い
よ
う
で
す
。
む

し
ろ
昔
の
香
川
小
と
は
違
い
、
友
達
を

認
め
な
が
ら
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
発
揮

し
た
り
と
い
う
評
価
も
得
ら
れ
て
る
よ

う
で
す
。
そ
し
て
あ
と
３
年
続
け
れ
ば

通
知
表
の
無
か
っ
た
子
ど
も
が
６
年
間

学
び
、
そ
し
て
通
知
表
の
あ
る
中
学
校

へ
進
学
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

◎
２
０
２
３
年
度
か
ら
新
し
い
校
長
先

生
が
赴
任
さ
れ
ま
す
。
子
ど
も
を
主
体

と
し
た
学
校
づ
く
り
は
模
索
中
な
が
ら

改
革
は
続
い
て
行
く
こ
と
で
し
ょ
う
。

※
國
分
校
長
先
生
よ
り
頂
い
た
資
料
と

伺
っ
た
お
話
を
元
に
第
二
町
内
会
の
井

上
幸
雄
氏
が
ま
と
め
ら
れ
ま
し
た
。

環
境
部
会

28

(
)28

(
)

　

令
和
５
年
度
の
茅
ヶ
崎
市
、
ま
ち
ぢ

か
ら
協
議
会
連
絡
会
が
主
催
の
「
美
化

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
ク
リ
ー
ン
茅
ヶ
崎
」
が

６
月
４
日
（
日
） 

午
前
７
時
か
ら
８
時

30
分
ま
で
茅
ヶ
崎
海
岸
全
域
で
行
わ
れ

ま
す
。

　

コ
ロ
ナ
禍
の
た
め
２
年
間
中
止
の
後
、

昨
年
か
ら
再
開
さ
れ
ま
し
た
。

　

香
川
自
治
会
か
ら
は
、
環
境
部
会
の

メ
ン
バ
ー
が
参
加
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

５
類
移
行
で
の
コ
ロ
ナ
対
応
医
療
機
関

５
類
移
行
で
の
コ
ロ
ナ
対
応
医
療
機
関

神
奈
川
県
は
５
月
８
日
公
表

　

神
奈
川
県
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス

の
５
類
移
行
後
の
コ
ロ
ナ
患
者
を
診
療

す
る
医
療
機
関
に
つ
い
て
、
５
月
８
日

に
県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（
Ｈ
Ｐ
）
で
公
表

し
ま
し
た
。

　

５
類
移
行
に
よ
っ
て
幅
広
い
医
療
機

関
が
コ
ロ
ナ
患
者
を
診
療
す
る
こ
と
が

期
待
さ
れ
る
も
の
の
、
混
乱
が
生
じ
な

い
よ
う
に
当
面
は
コ
ロ
ナ
に
対
応
す
る

「
外
来
対
応
医
療
機
関
」
と
し
て
掲
載

し
た
も
の
で
す
。

　

県
は
４
月
19
日
か
ら
県
内
の
内
科
や

小
児
科
な
ど
の
医
療
機
関
に
対
し
「
か

か
り
つ
け
患
者
だ
け
に
限
定
せ
ず
に
コ

ロ
ナ
患
者
を
受
け
入
れ
る
か
」
「
公
表

に
同
意
す
る
か
」
な
ど
の
意
向
を
調
査

し
、
同
30
日
ま
で
に
確
認
で
き
た
分
に

つ
い
て
、
５
月
８
日
に
県
の
Ｈ
Ｐ
で
公

表
し
ま
し
た
。

　

専
門
家
ら
の
有
志
は
「
今
後
も
流
行

の
継
続
は
確
実
視
さ
れ
、
高
齢
者
や
基

礎
疾
患
を
持
つ
人
は
注
意
す
べ
き
」
と

す
る
見
解
を
示
し
て
い
ま
す
。

　

オ
ミ
ク
ロ
ン
株
の
流
行
で
病
原
性
は

一
定
程
度
、
低
下
し
た
も
の
の
、
流
行

の
規
模
は
拡
大
し
て
い
て
、
高
齢
者
や

基
礎
疾
患
を
持
つ
人
は
引
き
続
き
注
意

す
べ
き
感
染
症
だ
と
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
日
本
国
内
で
は
コ
ロ
ナ
に
感

染
し
た
人
の
割
合
が
比
較
的
低
い
こ
と

な
ど
か
ら
今
後
も
流
行
は
続
き
、
次
の

「
第
９
波
」
は
、
こ
の
冬
の
「
第
８
波
」

よ
り
も
大
規
模
に
な
る
可
能
性
も
あ
る

と
指
摘
し
て
い
ま
す
。

新
型
コ
ロ
ナ
は
・
・
・
・

「
今
後
も
流
行
は
確
実
。
高
齢
者
や
基

礎
疾
患
の
あ
る
人
は
注
意
を
」

　

香
川
自
治

会
顧
問
の
伊

東
治
尊
様
が

３
月
20
日
に

ご
逝
去
さ
れ

ま
し
た
。

　

第
三
町
内
会
長
と
し
て
、
昭
和
53
年

か
ら
２
年
、
そ
の
後
平
成
14
年
か
ら
連

続
４
期
８
年
及
び
平
成
23
年
の
計
11
年

間
の
長
き
に
亘
っ
て
ご
尽
力
い
た
だ
き

ま
し
た
。

　

退
任
後
に
は
自
治
会
、
町
内
会
事
業

へ
の
参
加
や
後
進
へ
の
指
導
な
ど
、
香

川
自
治
会
の
発
展
に
寄
与
さ
れ
ま
し
た
。

　

長
年
に
亘
り
香
川
自
治
会
の
活
動
に

ご
協
力
い
た
だ
い
た
こ
と
に
感
謝
申
し

上
げ
る
と
と
も
に
、
故
人
の
ご
功
績
を

偲
ん
で
心
か
ら
ご
冥
福
を
お
祈
り
申
し

上
げ
ま
す
。　
　
　

（
香
川
自
治
会
）

訃
報
の
お
知
ら
せ
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梅
雨
に
入
る
空
色
シ
ャ
ツ
の
貝
ボ
タ
ン

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

松
尾
み
ど
り

へ
き
か
い

碧
海
の
白
き
航
跡
夏
に
入
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　  

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

蒼
草

落
椿

ゆ
う
べ

昨
夜
の
雨
を
そ
っ
と
抱
き

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

井
出
　
怜

店
先
は
季
節
先
取
り
柏
餅

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

倉
持
　
隆

黒
瓦
光
る
旧
家
の
柿
若
葉

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

遥
香

甘
茶
寺
善
男
善
女
湧
く
ご
と
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

若
園
あ
き
ら

長
畝
や
雄
雉
子
飛
翔
の
滑
走
路

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

山
嵜
喜
代
治

抱
き
人
形
緋
の
布
に
座
し
雛
と
な
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

山
野
和
代

椿
咲
く
川
辺
小
道
の
夫
婦
か
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

目
黒
啓
子

森
を
行
く
甲
斐
の
引
き
馬
風
薫
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

松
林
游
々
子

荒
梅
雨
や
太
古
を
あ
ば
く
天
の
わ
ざ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

細
貝
介
司

い活
け
終
へ
て
拡
が
る

し
じ
ま

静
寂
白
椿

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
硲
百
合
子

　
白
椿
の
気
品
あ
る
姿
が
床
の
間
の
掛

け
軸
と
和
し
さ
ら
に
美
し
さ
を
醸
し
だ

し
て
い
る
。

◆
あ
す
香
会
で
は
皆
様
の
詠
ま
れ
た
句
を

募
集
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
初
め
て
の
方
の
講
習
会
へ
の
参
加

も
歓
迎
し
ま
す
。

あ
す
香
会
　
投
句
あ
て
先

　
細
貝
介
司
　
〒
２
５
３-

０
０
８
２

　
　
　
茅
ヶ
崎
市
香
川
４-

49-

5
　

　
　
　
Tel
＆
Fax(

85)

５
８
２
２

　
郵
便
ま
た
は
Fax(

留
守
録)

で
受
付

八
月
号
の
俳
句
〆
切
は
六
月
十
日
ま
で

　
夏
の
季
語
一
切

「
ま
つ
り
の
構
成
」

多
目
的
広
場

◆
里
山
マ
ル
シ
ェ

　

地
元
野
菜
や
手
作
り
パ
ン
の
販
売

◆
キ
ッ
チ
ン
カ
ー

◆
ふ
れ
あ
い
動
物
園

◆
福
祉
団
体
模
擬
店

　

ハ
ン
ド
メ
イ
ド
製
品
、
お
菓
子
な
ど

　

の
販
売

野
外
ス
テ
ー
ジ

◆
里
山
演
奏
会

　

ウ
ク
レ
レ
演
奏
な
ど

メ
イ
ン
エ
ン
ト
ラ
ン
ス

◆
ミ
ニ
鉄
道

　

小
さ
い
子
ど
も
の
運

　

転
乗
車
Ｏ
Ｋ

◆
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト

訃
報(

令
和
５
年
5
月
1
日
現
在
）

熊
澤　

し
ん
様　

105
歳　
　

２
月
12
日

　

第
三
町
内
会　
　
　
　
　
　
　

３
組

亀
井　

善
彦
様　

88
歳　
　

２
月
27
日

　

第
二
町
内
会　
　
　
　
　

31
・
１
組

鈴
木　

順
一
様　

65
歳　
　

３
月
７
日

　

第
三
町
内
会　
　
　
　
　

24
・
５
組

重
原　

真
輝
様　

36
歳　
　

４
月
18
日

　

第
三
町
内
会　
　
　
　
　
　
　

23
組

心
よ
り
ご
冥
福
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

春
の
よ
ろ
こ
び
と
楽
し
み
を
里
山
で
感
じ
よ
う

春
の
里
山

春
の
里
山

・
ま
つ
り

・
鯉
の
ぼ
り

・
ま
つ
り

・
鯉
の
ぼ
り

　

広
報
役
員
は
２
年
の
任
期
で
す
が
、

１
年
目
で
退
任
さ
れ
た
方
の
後
任
、
お

よ
び
新
任
の
方
が
居
ら
れ
ま
す
の
で
、

新
メ
ン
バ
ー
を
ご
紹
介
致
し
ま
す
。

・
小
澤　

榮
一　

第
二
町
内
会

　

新
入
の
広
報
部
会
員
で
す
。
香
川
に

住
ん
で
33
年
に
な
り
ま
し
た
。
よ
ろ
し

く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

・
中
澤　

延
江　

第
四
町
内
会

　

以
前
、
子
ど
も
会
で
お
世
話
に
な
り

ま
し
た
。
で
き
る
範
囲
で
す
が
宜
し
く

お
願
い
し
ま
す
。　
　
　

　

会
員
の
皆
様
に
は
ご
協
力
を
宜
し
く

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

お
詫
び
と
訂
正

　

前
号
で
紹
介
し
た
伝
達
員
さ
ん
の
名

前
が
誤
っ
て
い
ま
し
た
。
正
し
く
は
、

堀
之
内
春
美
さ
ん
で
す
。
お
詫
び
し
て

訂
正
致
し
ま
す
。

任
意
団
体

　し
あ
わ
せ
配
達
便
・
主
催

（
代
表

　志
村
巌
）

会
場
▼
香
川
自
治
会
館
　
日
時
▼
５
月
６
日
、
11
時
～
15
時

メ
ニ
ュ
ー
は
定
番
の
カ
レ
ー
ラ
イ
ス
（

お
か
わ
り
自
由
）

で
し
た

第
一
回 

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
食
堂

・
開
設

第
一
回 

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
食
堂

・
開
設

第
一
回 

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
食
堂

・
開
設

　

し
あ
わ
せ
配
達
便
は
香
川
自
治
会
の

協
力
の
も
と
、
地
域
活
性
化
、
フ
ー
ド

ロ
ス
削
減
、
だ
れ
で
も
参
加
で
き
る
地

域
住
民
の
交
流
の
場
と
な
る
、
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
ー
食
堂
を
開
設
し
ま
し
た
。

　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
食
堂
は
、
月
２
回

の
開
催
を
目
標
に
、
子
ど
も
か
ら
大
人

ま
で
、
友
達
、
親
子
、
ご
近
所
さ
ん
な

ど
を
対
象
に
、
低
価
格
の
食
事
と
、
お

菓
子
や
食
品
を
お
土
産
に
提
供
し
ま
す
。

　

孤
食
や
引
き
こ
も
り
な
ど
、
周
囲
と

の
か
か
わ
り
が
少
な
い
人
間
関
係
が
問

題
に
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
誰
で
も

参
加
で
き
る
食
堂
開
設
が
そ
の
解
消
の

一
助
と
な
り
、
ひ
い
て
は
町
の
一
体
化

に
貢
献
で
き
れ
ば
と
の
こ
と
で
す
。

　

こ
れ
か
ら
、
香
川
自
治
会
の
協
力
に

よ
る
回
覧
板
や
掲
示
板
で
の
告
知
、
ス

タ
ッ
フ
の
安
定
的
人
数
の
確
保
、
寄
付

金
や
寄
付
い
た
だ
い
た
食
品
の
ロ
ス
防

止
、
ま
た
衛
生
面
の
確
保
、
ゴ
ミ
排
出

◆
ク
ラ
フ
ト
体
験

♥
鯉
の
ぼ
り

　

４
月
29
日(

土
・
祝)

～
５
月
７
日

(

日)

に
は
、
た
く
さ
ん
の
鯉
の
ぼ
り

が
里
山
の
空
を
泳
ぎ
ま
し
た
。

（
家
庭
で
使
わ
れ
な
く
な
っ
た
大
き
な

鯉
の
ぼ
り
を
、
里
山
公
園
が
募
集
。
見

事
な
掲
揚
で
す
。）

自
転
車
　通
勤
・
通
学
・
買
い
物

盗
難
対
策
に
は
２
重
ロ
ッ
ク

公
民
館
ま
つ
り
・
開
催

み
ん
な
の
ま
つ
り
・
開
催

ち
ょ
っ
と
コ
ン
ビ
ニ
に
立
ち
寄
る
程
度

で
も
自
転
車
か
ら
少
し
で
も
離
れ
る
場

合
に
は
２
重
施
錠
す
る
、
と
い
う
の
は

ロ
ー
ド
バ
イ
ク
や
ク
ロ
ス
バ
イ
ク
に
限

ら
ず
、
全
て
の
自
転
車
で
徹
底
し
た
い

盗
難
対
策
の
基
本
で
す
。

編

集

後

記

　

湘
北
社
協
主
催
の
地
域
活
性
化
の
た

め
の
『
み
ん
な
の
ま
つ
り
』
が
３
月
21

日
、
１
時
～
４
時
ま
で
香
小
体
育
館
で

サ
ロ
ン
を
主
宰
す
る
方
々
と
、
福
祉
の

事
業
所
が
一
緒
に
な
っ
て
開
催
。

　

ス
テ
ー
ジ
イ

ベ
ン
ト
や
バ
ザ

ー
、
シ
ョ
ッ
プ

な
ど
、
盛
り
だ

く
さ
ん
の
催
し

で
盛
況
の
う
ち

に
終
了
し
ま
し

た
。

　

３
月
11
・
12
日
（
土
・
日
）
に
公
民

館
ま
つ
り
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
今
回

の
ま
つ
り
は
発
表
の
場
を
重
点
と
し
、

会
場
は
演
技
・
演
奏
の
発
表
、
サ
ー
ク

ル
の
展
示
、
体
験
コ
ー
ナ
ー
で
構
成
さ

れ
、
バ
ザ
ー
等
の
模
擬
店
の
出
店
は
見

送
り
と
な
り
ま
し
た
。

　

初
日
の
オ
ー
プ
ニ

ン
グ
セ
レ
モ
ニ
ー
に
、

香
川
祭
囃
子
保
存
会

の
皆
さ
ん
に
よ
る
元

気
の
良
い
太
鼓
の
音

が
響
き
ま
し
た
。

の
最
小
化
な
ど
の
課
題
に
も
取
り
組
む

そ
う
で
す
。

細
や
か
な
食
品
支
援

誰でも
参加できる
交流の場

地域の
活性化

フード
ロス
対策

食品支援

細
や
か
な

　

２
０
２
３
年
５
月
５
日(

金)

10
時
～
14
時
、
県
立
茅
ヶ
崎
里

山
公
園
で
「
春
の
里
山
公
園
ま

つ
り
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

ロ
ー
ド
バ
イ
ク
や
ク
ロ
ス
バ
イ
ク

地
球
ロ
ッ
ク
と
Ｕ
字
ロ
ッ
ク
の
ダ

ブ
ル
ロ
ッ
ク
は
最
強
の
盗
難
対
策

・
地
球
ロ
ッ
ク　

長
さ
の
あ
る
鍵
で
鉄

柵
な
ど
に
固
定

・
Ｕ
字
ロ
ッ
ク　

単
体
最
強
の
盗
難
防

止
錠　

難
点
は
重
く
か
さ
ば
る
こ
と

マ
マ
チ
ャ
リ
や
シ
テ
ィ
ー
バ
イ
ク

標
準
サ
ー
ク
ル
錠
と
ナ
ン
バ
ー
錠

の
ダ
ブ
ル
ロ
ッ
ク
は
簡
便
な
対
策

　

ナ
ン
バ
ー
錠
は
、
時
間
を
掛
け
れ
ば

開
け
る
こ
と
が
可
能
で
す
が
キ
ー
を
無

く
す
心
配
が
な
く
短
時
間
の
駐
輪
向
き
。

　

ポ
ケ
ッ
ト
に
入
る
折
り
た
た
み
式
の

ブ
レ
ー
ド
タ
イ
プ
の
フ
ォ
ー
ル
デ
ィ
ン

グ
ロ
ッ
ク
は
、
コ
ン
ビ
ニ
な
ど
ち
ょ
っ

と
し
た
買
い
物
な
ど
で
少
し
だ
け
自
転

車
か
ら
離
れ
る
場
合
の
施
錠
に
は
便
利
。

大　人　　　　300 円
大学・高校生 150 円
中学生以下　　無料

利
用
料


